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朝鮮産鑛物若干に就て（実二）
（昭和18年12月15目受領）

梅　垣　　嘉　治

本報告は前報に引債き掲載させて頂く竈リであったが偶々筆者が酉昌ユー辛昌ヤに出張してみた信中

縄した課である。術蛮に更めて終始御教示の勢を賜はった田久保先生別績き援助を仰きつ」ある近藤

孝氏及諸般の便宜を奥べられた現地裁山當局者各位に封し深甚の感謝を捧げる。

中川省陽議山置録柱石

　産地鐵滴俺重石及線柱石の産出を以て令名ある中川青陽籔山は忠清南道青陽郡

赤谷面花山里に位置し，即ち景勝の塊挟饒を踊る北々西約10肝琴江川の一支流を挟み，

鶯峰及望月の雨山に跨った廣表X百萬平方米の鑛厘を擁して存在する。本鉱山に於て目

下生として稼行せられつ』あるものは，先寒武利亜系花開片肺岩中及是を貫き，銭匿の

略石中央部を最大幅員約400米を以て北々西一南々東に縦断せる大同系石英斑岩中に胚

胎せる合重石晶質石英脈であるが，北部爲峰山側には夫々英中央附近に於て走向北6ぴ

東傾斜80。南を示す一断居に依り切断せられて梢省東西に移動せる中爲鋼（此鋼のみ典

北端に近く幅70糎内外走向殆ど南北の煙斑岩に依り貫かれてゐる），東一號拉同二號鑓

（ビリ坑とも謂ふ），及少しく東に隔たって古鴬鋼等の平行鵬群が各々厚さ20～60糎走向

北15～20。西傾斜80。東乃至垂直を示して排列して居り，南部望月山西北側には元來同一

のものと考へ得べき鎖脈が走向北36。東傾斜8肝東及走向同上傾斜75。東の二断后に依り

三断片に分裂し英各々の部分に北より南へ本鑓（是は更に北10。？東傾斜85。東の一断

居に依り爾爵せられてゐる），奥鑓及南部鑓等と厘分命名せられた牧月鋼群が賦存する。

　鑛肱が母岩に急成壌質を興へた跡顕著であるが，石英斑岩を臭いてみる部分では典爾

磐を著しく珪化してみると共午，一蔀直接花嵩片麻岩と膚接してみる部分では是を

g・eiSen化してみる箇所も認められる。

　本鑛山に於ける從來の主要な探掘目的物は勿論止記石英脈中に少量の黄鐵鍍，黄銅

鑛，閃亜鉛鑛，方鉛鑛，輝水鉛鍍，水鉛華，輝蒼鉛鍍，蒼鉛旛。菱繍俺鑛，螢石，黄玉

緑柱石等と共に産出する鐵満俺重石のみであった事は言ふ迄もないが，諸種の鰭件鑛物

の中特に古驚鋼に多い輝水鉛鍍と中篇及東二號の雨鋼に豊富な産出を見る糠柱石は既往

に於ても一臆の關心を惹きつム未だ本格的稼行の域に達してゐなかった所，時局の重大
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化に件ひ俄に重要な軍需資材たるの眞慣を認められ，夫々モリブデン及ベリリウムの原

鑛として活用せらる』に到ったものである。

　結　品’概ね不透明乃至牛透明，且淡青色乃至殆ど無色の細長い六角柱状の結晶と

して産し，英柱面が卒滑で光澤を放ってゐるものと梢々曇って條線を有するものとがあ

る。通常其長径1糎内外のものが多く，度々石英脈の晶質の部分に水晶と平行連晶をな

　　　　　第　1圖　　　　　　　し・或は之と判別し難い位密雑して多数籏生し

　　　　質物X1／3

Bの組柱状結晶のみたらず此附近一

　面に線柱石

Q附近石英脈

G附近黒色の部分グライゼン

　　　　　）錐面～努開面！44．54，5’・・…

　　　　　）錐面～柱面＝52．15’・一

　今此錐面が結晶の主軸及側軸面を原鮎より夫々C1及a1の長さを以て切取るものとし，

且Koksharov（］〕の典へた軸率。昌O．498855を採用して（1）より韮，側両方向の長さの比

を求むれぱ

　　　　＿空I　昌　t罰n44054．5’

　　　　　C1

　　　　　　＝　O．9968054

　　　　　　　　　　0．9968054
　　　a1：C1！1：
　　　　　　　　　　O．498855

　　　　　　　　1
　　　　　　→一：1　　　　………（a）
　　　　　　　　2

なるを以て蛤も軍位の第二錐面が主軸と側軸を英比に切ってゐる關係に符合するが，更

に（1）及（2）の測定値より努開面（勘ち底面），錐面及柱面の隅角に俵て決定せられる球面

でみるが，時には3糎鶴にも達する藍色の美晶

も見られる。（第一間参照）底面と平行な方向の

裂開性が著しい。柱面以外の面は殆ど見覚らな

いが，共柱面が第一或は第二の何れの種類に燭

す事かを決定し，同時に共他の形態學的諸元を

算出せんがためには是非主軸と側軸とを同時に

載る面を必要とするので採取せる多藪の棲品に

就き丹念に探索した未遂に相隣る二柱面と等角

を以て交る微細な錐面面三個を見出した。是と

労開面及柱面とが夫々なす角を測定し次の平均

値を得た。

・（1）

（2）

1）　Kokshmv，Dan呂’s　A　System　of　Mi11emlogy（19↓4），ω5．
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三角形を解き，柱面内に含まるL英柱面と錐面との交りの方向が底面となす角をθとし

て之を計算してみると

　　　　　　　　　sin　30．
　　　　　slnθ　；　　　　　　　　　　　sm44054．5’
　　　　　　　　　sin　52015’

　　　　　．’．　θ　＝　26030．9’

從って　tanθ＝O．4989086

となり，妓でも前記軸傘を考慮に入れ』ぱ

　　　　　　　　　O．4989086
　　　　　　　　　　　　　　≠1．　・一・（1〕）
　　　　　　　　　O，498855

となる故，恰も第一柱面が原鮎から第一及第三の側軸を箪位の長さに切取る場合と相似

の脇係に在るを示し，斯て（a）及（b〕の繭精某を綜合せば此聚形を第一柱面と第二錐面

　　　　第　2固　　　　　の組合せと者へられる事となる。（第二圖象照）以上の

　　　　　　　　　　　　　　　外第二桂耐と思しきものもあった様であるが測角不可

　　　　　　　　　　　　　　　能であった。

　　　　　　　　　　　　　　　　次に純楴た結晶のみが密生してみる部分を能ふる限

　　　　　　　　　　　　　　　り選んで作製した薄片に就き鏡下に概察するに，肉眼

　　　　　　　　　　　　　　　的には全く一個艘としか見えない比較的大型の結晶の

　　　　　　　　　　　　　　　中に白形を保てる徴晶が任意の方向を探って疎らに散

　　　　　　　　　　　　　　　賭して居り，又是等と共存する徴量の石英の中には本

　　　　　　　　　　　　　　　鋳物よりも早期晶出の外廓が著しく侵蝕せられたもの

　　　　　　　　　　　　　　　と後成を示す完全な六方桂を保ってゐるものとが見ら

　　　　　　　　　　　　　　　れる。努開の方向を現はずべき條線は豫期の如く全然

認められない。光學性負の一軸晶。二色性は一般　　　　　　第　3日

に甚だ微弱着くは全く無色で，軸角の識別困難な

るのみならナ，吸牧度の比較等は光電管にでも擦

らざる限り到底精確を期し難い。但し一都には正

一淡黄色，O一淡黄紺色乃至無色のものもあっ

た。概して高：次の干渉色を呈し，共存する石英が

黄色乃至淡黄色を示せる厚皮の供試薄片なるも，

大鴨第三次の赤色近傍を示してみる事が薄片の属

蓬部に於て最外側と梢ミ内側との問に生じてゐる

一種D急角度の操の色帯から決められる。包裏
X40　一ト字星＝Iル
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せられてゐる微細な同種の結晶の申主軸と斜交するものにあっては一端より他端へ結晶

全髄が蓮繍した色帯を呈してみる部分もある。碕標本中には泥質物に饗質し†こ部分もあ

ったが，供試薄片では兵種の饗質は認められなかつすこ。（第三圖参照）

　比重比重が化學成分と密接なる連繋を有すべき事は論を侯†こざる所であるが，

特にWinche11（2〕は比重と屈折率拉に全アルカリ量の間に正比例的關係の存立する事を

指摘してゐるから，之が測定に方っては可及的精確を期し，擦大鏡下に來雑物を選別分

離して粒樫平均1粍内外の試料を採り，室温に於て比重壕に依りて之を測定せる結果次

の不均値を得た。

　　　　　　24．
　　　　　G　　　，2．690
　　　　　　4o

　成　分　　比重測定の爲に精選し†こ試料の一部を細末となし，炭酸音達を以て熔融し

之を完全に分解後燕蟹乾洞を反覆線返してSiO。を脱水温別して†こ得る溶液に規き大縄

Schoeller；Powe11等の方式（霊〕を踏襲して成分元素の各々を分離定量し†二。共中Beに關

しては硫酸酸性溶液よりCupfer㎝を以て他元素と分離し，一臆水酸化物としてA1等

と共に沈澱せしめ†こる後更に弱硫酸酸性溶液となしf二るものよりMoser，Niesse・等のタ

ンニン法ωに建って之を溶液中に残し，再び水酸化物として之のみを沈澱せしめ，焼灼

してBeOとして秤量し↑こ。水分及アルカリに就ては同一試料の一部を別に探り，常法

に擦って之を定量し†こる外，徴量の混在を顧慮せられる第一銭は之を全部第二鐵として

求めす二。分析結果の重量百分率．及之より算出せる分子比を併記せば第一表の通りであ

る。

　　　　　　　　　　　　　　　　策　　1　衰

　　　　　％

Si02　　　64．95

A120畠　　17．75

BGO　　　　12．67

F020。　　λ06

MnO　　　痕跡
C．d　　　α62

MgO　　　O・31

M20　　0・41
K20　　　0・09

軋O　　　1・54

分　子　比

1081

174

506

　14

　11

　8
　7
　1
　86

12．6

2．0

5．9

0，2

0．1

O．1

O．1

0．O

1．O

計　　　100．40

2）Winche11，Elem㏄t　of　Opti碗I　Mi皿舳1ogy，II，（1933），213．

3）　Sohoe11●r，Pow611，the　An五一ysis　of　Miner邑1s　aIld　Ore冒。f　the　R酊er　l≡＝lements（1919），40．

4）　］M1oser，Niesser，A皿8syst，53（1928）、401．
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　分析値を英儘用ぶれは本鑛物の實験式は

　　　　　〔H20〕1．o〔BeO〕5．g〔A1包O詩〕，．o〔Si02〕蜆．o

となる。此場合分子量の測定を行はなかつfこので，裁で分子式に鯛れる事は出來ないが

R邊mme閑berg⑫〕に依れば通常の穀柱石の分子式は

　　　　　13e舌A］2Si‘010帥ち3BeO・A1王03・6Si02

であり，Pen命eld㈹に從べば含水線柱石の分子式は

　　　　　H里Beo　AしSi”O鮒帥ちH20・6Be0・2A120品・12SiO里

であるから，是等と比較するに本鑛物の場合主成分分子の比に關しては明かに後者と略

近的の一致を示せるを見る。但し水分は爽雑鏡物成分よ0も混入の機倉あるべき專，然

も英量の多寡は上記両分子式の執れを探るべきかを決定すべき要件†：るを顧慮して些か

分析結果の再検討を試みる。勘ち今假に略近的一致を示せるPen行eIdの分子式を基準と

見微し，是より主成分分子に閲する重量百分率の理論値を逆算せば第二表が得られる。

　　　　　　　　　　　　　　　策　　2　表

　　　　　　　　　％。

II20　　　　　　　　　　1．65

BeO　　　　　　　　　13．74

A1203　　　　　　　　18．66

Si02　　　　　　　　　65．96

　　　　　　　　　　　　　計　　　　　　　100．01

　第一表に於て他鑛物より混入の虞なき招・Oの量を基準に探り，是と第二表に於ける

　　　　　　　　　　　　　　　　　　12．67
英理論値とを比較するに・前者は後者の13－74×100昌9221％とな糺從って第一表に

於けるBe0の量と封藤して本銭物を構成してみると者へらるべき他の主成分分子も亦同

様の割合を以て存在すべきものとして算出せる各主成分の理論的重量百分率と分析結果

とを併記せば第三表となる。

　　　　　策　　5　　衰

　　　　理論値　　　　　　　分析値

H20　　　　　エ、52　　　　　　　　　1．54

BeO　　　　12．67　　　　　　　　　12，67

A120語　　　17．21　　　　　　　　　17．75

SiO，　　　　60．82　　　　　　　　　64．95

　是に俵て分る様に水分の量に關しては理論値と分析値が殆ど一致せる結果を示せるに

辞し，A』O錺及SiO。の場合夫々17．75－17・21＝0・54％及64・95－60・82昌4・13％の過剰を

示して居り，勘ち是等が鐵，石次，苦土及アルカリ分と結合して來雑鑛物成分を構成す

5）　Ramm町st耐g，Doelt舳Hand1〕uoMer　Mi皿e胞Iehemie，II（1917），591・

6）P㎝胴d，同上，592、
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る事となり，斯の如き徴量成秀を度外視しfこ場合の本鋳物の實験式は結局Pen命eIdの

奥へすこ合本緑柱石の分子式と殆ど完全に一致するといふ緒論に達する。

　化學成分と比重との開聯性に就てはA1．O帥SiO，英他の過剰を貿し†こ爽難鑛物成分の

組成の決定不可能なる以上之を簡単に解き得べくもないが，分析結果を見るに他制二較

べて特にSi0。の理論値に封する過剰が顕著なるのみならす，供試薄片に於ても偶ミ石

英以外の何物をも認められなかつ†こ事費を根擦として，本鏡物に於ける線柱石としての

理論値に辞する分子数の不足を偶に全部共存せる石英のみに由來するものと想定し，比

重と成分との關係を考察してみると，石英及隷柱石の比重は一般に夫々2，653～2，654及

2．69～2．70程度とせられてゐるから，各州：就て英平均値を採り，且両者の合有量に懸

じて之を接分合計せば本銭物の比重値を概算し得る言撃であるが，實際2，695×0・9221＋

2．6535×O．0779；2，692となり，實測値2，690と殆ど測定誤差の範園内に於て符合してゐ

るのは，偶然他の來雑物の比承値の過不足相箇の結果に依るものとしても，兎に角著し

い事費†こるを失はないであらう。

　　　　　　　　　　　　　　　　第　　4…　圖
　　　　届
　　　　折

率

1，59

1．58

1．57

1．56

1．55

資。 〃
’

1 ．叱〃

、〃

〃

．！
一

〃
〃 ’

X グ
’

地
重

2．90

2．80

2．70

2．60

　　　　　　02468・1」O　　　　　　　金アルカリ量（重量百分率）　　◎比重　　△No　　×Ne

　次にアルカリ合有量と比重との闘係であるがWinche11の興べてみる全アルカリ量一

屈折率比重闘係闘に於て，供試試料の各々がアルカリ以外の主成分分子及來難成分に關

して如何なる組戒を有してゐたかを示すべき数字がないので，本鑛物の場合と員の比較

は出來ないのみならす，同闘に掠るとしても本鑛物の全アルカリ量は（Nal，K〕里0≡O．50

であって圖の左側に偏し極めて誤差の生じ易い領域に在るにも拘らす，筆者のアルカリ

分析値琴比重値の外に嚢に木野崎技師行〕の測定せられた屈折率No≠1，568Ne≠1，564を

借用して同じ聞上に記入してみるとWincheHの曲線と大なる懸隔なきを釦ゆ得たので

ある。（第四圖参照）

7）木野崎1朝銭會誌22－1O（昭14）・606；朝鮮・鐵物誌（昭17）・207


